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卒業証書・修了証書

発⾏機関の権威が
証明書の信頼性を決める

学校が
学習活動を証明
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オープンバッジ

証明書の信頼性を
どのように保証する︖

誰でも発⾏できる
学習活動の証明書
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1. オープンバッジとは何か︖
2. どのように学習活動を証明するのか︖

l 〜オープンバッジのしくみ〜

3. なぜ画像に証明書を埋め込んだのか︖
l 〜オープンバッジの哲学と信頼の輪〜

4. オープンバッジの普及と変貌
l 〜信頼の輪という夢の終わり〜

5. オープンバッジが描く学びの未来

本⽇のお話
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1．オープンバッジとは何か︖
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n 地位・所属・スキル・能⼒など⼈の特性を表すシンボル

バッジ
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n バーチャルな世界における⼈々のモチベーションを向上
l コンピュータゲームでのユーザーのステータスを表すシンボル
l SNSなどのコミュニティへの貢献度を⽰すシンボル

デジタルバッジ

Facebookのトップファンバッジ

Twitterの認証バッジ

Stackoverflowの質問バッジ
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n デジタルバッジの⼀種
l 学習記録の証明
l オープンスタンダード
l ポータビリティ

オープンバッジ
デジタルバッジの通⽤性
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2．どのように学習活動を証明するのか︖
〜オープンバッジのしくみ〜
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PNG

n規格
l openbadges v2

n記載内容
1. 取得者の情報
2. 学習活動の情報
3. 発⾏者の情報

オープンバッジのメタデータ
オープンバッジ

{
"@context": "https://w3id.org/openbadges/v2",
"id": "https://opedu.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/badges/assertio
"badge": "https://opedu.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/badges/bad
"evidence": "https://opedu.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/badges/ba
"issuedOn": "2022-07-08T18:22:02+09:00",
"recipient": {

"type": "email",
"hashed": true,
"identity": "sha256$9c270a49ee27187feea8ea76fdd7ae8a,
"salt": "badges1611120542"
},

"verification": {
"type": "HostedBadge",
"url": "https://opedu.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/badges/asser
},

"expires": "2023-03-31T00:00:00+09:00"
},

：

（＋デジタル署名）
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オープンバッジの検証
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Verification Object
type "Hosted" / "Signed"

Identity Object
identity ハッシュ化されたメールアドレス等
type email/url/telephone
hashed Boolean
salt ハッシュ化につかうsalt

オープンバッジのメタデータ

Assertion
id AssertionのIRI
type "Assertion"
issuedOn 発⾏⽇
badge BadgeClass / そのIRI
recipient Identity Object
verification VerificationObject

Profile
id ProfilesのIRI
type Issuer

取得者の情報 学習活動の情報 発⾏者の情報
BadgeClass

id BadgeClassのIRI
type BadgeClass
name 達成項⽬の名前
description 達成項⽬の説明
image 画像 / 画像のIRI
criteria 達成基準/  そのURI

issuer Profile / そのIRI受領者の情報

検証⽅法

Signed
Badge

Hosted
Badge

＋
デジタル署名

リポジトリ

殆どがこれ



13

3．なぜ画像に証明書を埋め込んだのか︖
〜オープンバッジの哲学と信頼の輪〜
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デジタル証明書

{ "iss": "https://vc.vrs.digital.go.jp/issuer", "nbf": 
1646822383.591016, "vc": { "type": 
[ "https://smarthealth.cards#health-card", 
"https://smarthealth.cards#immunization", 
"https://smarthealth.cards#covid19" ], "credentialSubject": 
{ "fhirVersion": "4.0.1", "fhirBundle": { "resourceType": "Bundle", 
"type": "collection", "entry": [ { "fullUrl": "resource:0", 
"resource": { "resourceType": "Patient", "name": [{"use": "usual", 
"family": "u5b89u571f", "given": ["u8302u4ea8"]}],

：

ワクチン証明書

n規格
l SMART Health Cards

n記載内容
1. ⼈定情報
2. 接種記録
3. その他学習活動の情報

＋デジタル署名

W3C VC（Verifiable Credentials）準拠



15

n The End(s) of Testing， EvaL.Baker
l ⽶国教育研究者協会（AERA）年次⼤会（2007）
ｰ 伝統的な学校での評価に基づく修了証

≫ 出席・着席時間・テスト

ｰ 新しい資格証明書
≫ 短時間で集中的に取り組み⽬標を達成する
≫ ボーイスカウトの「メリットバッジ」

オープンバッジ誕⽣のきっかけ
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（％）

医療費

住宅価格

授業料

背景〜学費の⾼騰

https://seekingalpha.com/article/144835-college-tuition-explaining-the-increases

⽶国の物価上昇率

1987年〜2009年
• 授業料︓326%上昇
• 所得成⻑率の約3倍



17

背景〜所得格差と教育格差

⽶国の学位と所得

Wage Premium From College Is Said to Be Up, SHAILA DEWAN
https://archive.nytimes.com/economix.blogs.nytimes.com/2014/02/11/wage-premium-from-college-is-said-to-be-up/

https://hewlett.org/inequity-is-the-problem-in-education/

家庭の所得と学位取得率
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背景〜 ⾼等教育の信頼低下

https://www.washingtonpost.com/n
ews/wonk/wp/2013/05/20/only-27-
percent-of-college-grads-have-a-
job-related-to-their-major/

https://www.theatlantic.com/business/archive/2013/06/44-of-young-college-grads-are-
underemployed-and-thats-good-news/277325/

学位を必要とする
仕事についている割合

認知的仕事をしている割合

https://medium.com/navitas-
ventures/the-rise-of-alternative-
credentials-4410995ef72c

専攻に関連した
仕事についている割合

⼤卒者の失業率

全ての⼤卒者

新卒者
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n プロトタイプの開発，2010
ｰ Mozilla Festival, “Learning, Freedom, and the Web.” バルセロナ

l ⾒逃されたり無視されがちなスキルを証明
l 参加型で創造的で興味主導の学びを証明

n プロトタイプの主な要件
1. コミュニティでバッジを発⾏
2. コミュニティで学びを共有
3. コミュニティで証明書の信頼性を保証

Mozilla Open Badges の誕⽣
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学びの共有と学習経路の発⾒
個別の学習経路

若者

達⼈

新⼈ バッジパスウェイ

ディスプレイ
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コミュニティでの裏書

裏書
endorsement
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Verification Object
type "Hosted" / "Signed"

Identity Object
identity ハッシュ化されたメールアドレス等
type email/url/telephone
hashed Boolean
salt ハッシュ化につかうsalt

メタデータに対する裏書機能
Assertion

id AssertionのIRI
type "Assertion"
issuedOn 発⾏⽇
badge BadgeClass / そのIRI
recipient Identity Object
verification VerificationObject

Profile
id ProfilesのIRI
type Issuer

取得者の情報 学習活動の情報 発⾏者の情報
BadgeClass

id BadgeClassのIRI
type BadgeClass
name 達成項⽬の名前
description 達成項⽬の説明
image 画像 / 画像のIRI
criteria 達成基準/  そのURI

issuer Profile / そのIRI受領者の情報

検証⽅法

有益な学習活動か
学習活動に価値があるのか

発⾏者が実在するか
信頼できる発⾏者か

エビデンスの評価
取得したバッジが有益か
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4．オープンバッジの普及と変貌
〜信頼の輪という夢の終わり〜
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n 2016年
l IMS Global Learning Consortiumに開発を移管

n 2019年
l Mozilla Badgr Backpack(Concentric Sky）に名称変更

n 2022年4⽉
l Instructure社Concentric Skyを買収

n 2022年6⽉
l IMSは1EdTechに名称変更

n 最新バージョンは Open badges v2.1

現在のオープンバッジ
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世界的に普及する学習記録のデジタル化
学修歴証明書デジタル化実装国

学修歴証明書デジタル化ナショナル・プロジェクト ，Koichi Nakasaki ，スーパーグローバル⼤学創成⽀援事業オンラインシンポジウム 2020年11⽉30⽇
https://tgu.mext.go.jp/symp02/pdf/5-2-1.pdf
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n オープンバッジ v2.0の課題
l セキュリティ
ｰ Hosted badges

≫ 発⾏者による，リポジトリのメタデータ変更を妨げられない
≫ リポジトリのメタデータがなくなる（ゾンビバッジ）

ｰ Signed badeges
≫ 認証局を利⽤しないため，署名の公開鍵の真正性性が保証できない
≫ 鍵が盗まれる

オープンバッジ v3.0

W3C VCへの準拠
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5．オープンバッジが描く学びの未来
〜What open badges brought to the future of learning.〜
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教育の未来

We have all learned most of what we know outside school.

̶誰もが，ほとんどのことを学校の外で学んできた． ̶
Illich, Ivan. "Deschooling society." (1970).

イヴァン・イリッチ『脱学校の社会』
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n 制度に基づく学びから⾃由な学び
l 誰もが学ぶ
l いつでも学ぶ
l ⽣涯学ぶ

n コミュニティによる学び
l コミュニティの活動が学びとなる
l コミュニティにより評価される

⾮集中型（Decentralization）の学び

ポールバランのネットワーク

集中型 ⾮集中型 分散型
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n 集中型と⾮集中型の役割
l 効率を求める集中型
l 効率で得られないものを求める⾮集中型

n 学びの集中型と⾮集中型の役割
l 集中型︓正しい情報を判断し、提供する
l ⾮集中型:⼀⼈⼀⼈の学びは、集合知によって評価

n デルファイとしてのコミュニティ
l 社会資本としてのコミュニティの形成

⾮集中型の課題
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n 認知度
l 企業採⽤担当者の6割がバッジの存在をしらない

n コミュニティの活性化
l stack overflowのようなコミュニティに成⻑しない
l ⼤学でバッジを発⾏しても公開する学⽣はすくないとの報告も

オープンバッジ のもう⼀つの課題

Educational Credentials Come of Age: A Survey on the Use and Value of Educational 
Credentials in Hiring, Northeastern University’s Center for the Future
of Higher Education and Talent Strategy,2018



32

⼤阪教育⼤学の実証実験
⼤阪教育⼤学オンライン研修プログラム

教員育成指標

マイクロコンテンツ 知識バッジ 能⼒バッジ

講義ビデオ
世界の教育改⾰
教職員全体の状況を意識し、管理職とと
もに⼀⼈ひとりの教職員の 能⼒や特性を
活かした協働的な組織づくりができる。

⽇本の教育政策
教職員同⼠が常に連携することができる
よう中⼼になって取り組み、 ⾵通しのよい
職場環境をつくることができる。

講義ビデオ

講義ビデオ

教育実践の課題
学校全体として課題解決に向けて、多⽅
⾯からのより多くの情報等 を教職員間で
共有することができる。

講義ビデオ

講義ビデオ

講義ビデオ

⽇本型教育
学校⼒を⾼めるために、保護者・地域・
関係機関の持つ教育⼒を活 ⽤する等
連携を深めることができる。 ・相⼿校園と
連絡を密にし、計画的に校園間連携を
実践することがで きる。

講義ビデオ

講義ビデオ

講義ビデオ

カウンセリングマインド
を持って⼦どもと関わり、信頼を得ることができる

今後の計画
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学び続ける教師のためのプラットフォーム

バッジ発⾏者 研修機関 教師

連携期間

教育委員会

教育委員会

教育委員会

〇〇市

提⽰

⼦ども達

裏書

オープン
オンライン

教育

提供

育成指標への
マッピング

選択

コミュニティ

上司・ベテラン

保護者
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おわり
学校のためではなく⼈⽣のために
Non scholae sed vitae discimus.


